
〔最終集計̶2021年12月27日〕
（表１）県内企業の2021年冬季賞与・一時金支給結果［単純平均］

（社）
業　　　　種

業　　　　　　種

食 料 品 ・ 飲 料
繊 維
木 材・パルプ・紙
印 刷
化 学
プラスチック・ゴム
鉄 鋼・非 鉄 金 属
金 属 製 品
汎用・生産機械器具
電子・電気機械器具
輸送用機械器具
そ の 他 製 造 業
建 設
電 気 ・ ガ ス
情 報 通 信
運 輸
卸 ・ 小 売
金 融 ・ 保 険
宿泊・飲食・生活関連
学術・専門・技術サービス
教 育・医療・福祉
その他非製造業

総 平 均

製 造 業 平 均

非 製 造 業 平 均

総 平 均

製 造 業 平 均

非 製 造 業 平 均

（一社）富山県経営者協会

〔最終集計̶2021年12月22日〕
（表２）全国大手企業の2021年年末賞与妥結結果［単純平均］

（社） （円）

2020年 年末2021年 年末

（一社）日本経済団体連合会

社数 妥結額 （社） （円）社数 妥結額
前年同期比

前年同期比

（％）

（注）

（注）①調査対象469社のうち、集計可能な回答のあった189社の数値である。
②「2020年冬季支給額」は、今回「2021年冬季支給額」の回答があった企業の数値である。
③平均欄の上段は一社当たりの単純平均、下段の（  ）内は一人当たりの加重平均である。

支給額
2020年 冬季社数

支給額　　　
2021年 冬季

①調査対象は、原則として東証一部上場、従業員500人以上、主要21業種大手254社
②「2020年年末」の数値は、2020年12月22日付の集計結果である。
③「平均」欄の上段は一社当たりの単純平均、下段の（  ）内は一人当たりの加重平均である。 

4
2
5
4
21
7
4
14
17
9
5
5
15
3
11
14
20
4
4
8
5
8

189

97

92

164

131

33

164

130

34

361,019 
232,064 
500,335 
339,428 
609,499 
408,799 
495,750 
459,652 
469,055 
530,397 
473,771 
546,219 
632,066 
601,021 
497,632 
331,733 
440,949 
589,780 
193,097 
556,668 
647,927 
533,906 

492,123 
（579,263） 
491,693 

（577,879） 
492,576 

（581,489） 

459,575 
（525,767） 
451,797 

（494,777） 
467,776 

（575,597） 

358,613 
207,888 
421,149 
334,499 
625,504 
441,823 
530,750 
406,564 
322,117 
475,407 
486,634 
459,862 
617,925 
602,579 
500,710 
320,563 
394,805 
598,664 
197,705 
498,552 
653,357 
453,294 

  7.08
 （10.17）
  8.83
 （16.80）
  5.30
 （1.02）

0.67
11.63
18.80
1.47

△2.56
△7.47
△6.59
13.06
45.62
11.57
△2.64
18.78
2.29

△0.26
△0.61
3.48
11.69
△1.48
△2.33
11.66
△0.83
17.78

740,290
（820,955）
738,748

（853,475）
746,413

（712,019）

 △3.49
 （△5.16）
 △1.58
 （△1.32）
△10.05

（△18.01）

調査報告調査報告
2021年冬季賞与支給結果〈最終集計〉

2. 全国大手

1. 県内

164社 単純平均740,290円
前年比3.49％減

　富山経協は12月27日、「2021年冬季賞与・
一時金支給結果（単純平均・最終集計）」を
まとめた。集計可能な189社の支給額平均は
492,123円で、今回回答のあった企業の前年同
期の支給額平均（459,575円）と比べると、金
額で32,548円、率で7.08％増と、全22業種のう
ち13業種が増加した。2020年冬（金額で48,975
円、率で9.45％減）からの２年ぶりのプラスと
なったものの、コロナ前の水準には戻ってい
ない。
　業種別では、製造業は前年同期比8.83％増加
の491 , 693円、非製造業は同5.30％増加の
492,576円となった。
　製造業では12業種中８業種で増加し、汎
用・生産機械器具が45.62％、木材・パルプ・
紙が18.80%、その他製造業が18.78%増加とな
った反面、プラスチック・ゴムは7.47%の減少
となった。
　非製造業では10業種中５業種で増加し、そ
の他非製造業が17.78％、卸・小売が11.69%増
加となった反面、宿泊・飲食・生活関連が
2.33%減少となった。（表1）

　日本経団連が12月22日に取りまとめた
「2021年年末賞与・一時金　大手企業業種別
妥結結果（単純平均・最終集計）」によると、
調査対象の全国大手企業（主要21業種、大手
254社）のうち、集計可能な164社の妥結額平
均は740,290円で、前年同期の最終妥結実績
（164社、767,031円）と比べると、26,741円
（3.49％）の減少となった。
　業種別では、製造業は前年同期比1.58％減少
の738,748円、非製造業は同10.05％減少の
746,413円となった。（表2）

189社 単純平均492,123円　
前年比7.08％増 ― ２年ぶりプラス

767,031
（865,621）
750,621

（864,862）
829,774

（868,431）

（％） （円）  （円）


